
�

世界と海洋のエネルギｰ資源をさぐる

泰兎が蜜

われわれは票率ルギｰを地熱お盆ぴ動力をして使

うζとによりて員康の生活をさ書免産榮溝動を進め

てい濠す.このよ管終生清や産業の発展紀欠くζ&の

できないエネルギｰはちょうぜ人間⑳体に必要な食べ

もののような働き塗していることから唱産業の米潜とも

いわれてい漢す｡とく紀文明の発濠圭あも紀訟寿ル

ギｰは杜会組織⑳あら瞭る面と密接な関連をもって

ますます重要書毅加えて慧漢し花岨その璽要性はか

つてニュｰヨｰクがヱ時閥の停電で大潟就依潟ちいった

ことや東京でしばしぱお芯る交通機関のわずかな停頓

による混雑を見てもわか鄭蜜す自

これらのエネルギｰ源をして使われているも剛ζは古

くから使われている薪炭近代産業を書さえる石炭石

滴天然労渓水カのほか新しく齢ら細れた原子カな

ど秘あり塞す珪その雪ち現在黒ネルギｰ供給源のまカ

はなんとい吻て愁石炭看滴のような鉱物黒率ルギ

ｰ〔鉱物工率ルギｰは肩巌1看油のような化看ヱ率ルギｰと

ウラン･トリウ払など原予核工率ルギｰ(蜜淀は原子力)熔婁分

されています〕であ資漢す.ζの鉱物蕊細峰一は動櫨

物&ちがって禽然に森蒐議鎗んしっく義農あ亀恐蜜譲せ

ん邊また石炭碑石油はもやして使免ぱ施ち護ち変

形逸散し金属鉱物のように長期紀わたって使える^と

か必要に応じて回収で慧るものではあり蜜せん由し

たがって能率よく大切に使うことが必要でしょう.

鉱物エネルギｰのほか紀循環墨ネルギｰといわれる

水力薪炭などがあり塞す｡このエネルギｰほ使費あ

とからたえず補充されてエネノシギｰ資源としては洞渇

するこ当はありませんが残念ながら一度紀多量とりだ

春城浦恵助

ほどの位あるかをしらべるこをは今後の目本の工孝ル

ギｰ対策を花てる基礎欝栂として役立つと考えて世界

のヱネルギｰ資源財産濱録を笥くりてみ漢した苗も

もるん濁遼凋捗の科学技衡の進展につれて利用できる

資源は今後どんぎん増加するでしょうし文化の殉上

産業の開発と&もに需要面も護す蛮す増大するζとと思

われ蜜す岳このよう終資源盤は亥脈麦動いてい裏すの

で新しい資源の発兇や技術の開発などの資料報告が､

わかり次篤忍れを吟瞭検討してこのエネルギｰ鞍源の

財産胃録に追加訂正を加えていくつもり自です.

養てこのよ多な胃的で今回つくった世界の孤ネルギ

ｰ資源貝録熔ついて説明する前にエネルギｰの世界お

よぴ閏本紀為げる動き杜会とのむすぴつ書ぽ関するお

もなことから終ついて簡単にのべます.

ヱ熟船ギｰ源⑳讃せん

人類は酋くから薪炭などを煮たきや暖房の燃料に獣

滴や植物漉を灯火1こして生活してき漢し花が19世紀に

なりて石炭を健ら蕪気機関か発明慈れたことから従

来の人カ牛馬風力水流など限られたエネノレギｰに

かわって大きな石炭エネルギｰが各種の産業に逐次と

り入れられるようになって産業ほ著しく発展しいわ

ゆる産業革命がおこり凄した｡塞ね9世紀後串に入る

とそれ藍でランプ用にすぎなかりた看滴は自動車や
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ディｰゼル機関の普及からその需要繭を拡大しつづ

いて航空機の発謹によって叉率ルギｰのなかで璽翼な

地位を占めるようになって曹護した.一方水力を利用

する新しいエネルギｰ源の開拓や石炭石油を便利な

電力にかえて使うことも盛んになってきました血書ら

忙籍藪次世界大戦後中近東を中心として植界各地紀

大きな油田や含油層かひ藷つづいて発見養れ開発巷れ

るとともに大型タン勇一な婆1破る輸送繭の改良も寺

伝って低廉な石油が多劃咄護わるぷ資紀なりてつ

いに石油の生産と供給は合理化紀薔しむ宥族を押えて

石油時代をむかえるようにな算蜜した.しかしな秘

ら戦後の急遠な埋蔵鐙の増加砥かかわらず黒ネルギ

ｰ全般の需要の急増は慈ら紀著しく今後護す蔑す増

大する傾向はありますから遠からず蕊率ルギｰの供

給不屋におちいる心配ポ強くなってき護じ花由そ⑳不

昆をおぎなうものとして原子力すなおち原予爆弾のも

つ巨大な黒ネルギｰをゆっく夢もやして電カあして利用

しよ夢といラ考克カミう塞れ裏し花再この研鏑は戦後塞

もなく戦勝国によってはむめられ近年ぷうやくその

開発が軌道にのってきてすでに先進各副は唱て多

くの原予炉ポ建設され産業用に使われるよう虹なって

きました.この原予カ発電はやがて看滴宥炭にかわ

りて電カの主体に成長しいわゆる原子カ時代を曹ずく

もの鉦冒されてい漢す.要するに化看燃料時代は髪雌

紀でおわり21世紀は原予カ時代をむか吏るをいわれて

います.

国防畿器ネルギｰ費源

第ヱ次担界大戦は石油の重要さがま想極漢り認められ

ていなかっ花肩炭時代紀おな塑凄し淀がその発火点ほ
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第2図蓋人蛮婁鱈民所褐(済躯讃溝)恕燃率狼察一鋤驚欝鑑幻橘灘

(鵬9年)宿撚広驚鰯ズ簿漆の鳳率冷ギｰ閥懸J萎ζぷ鳶

〔注〕鱈遵統静剛批人幾簑寧閥黒率汐ギ州瀦麟鐙

石挨換欝で至.嚢トン戯上が施進圏夏トン沫滅の霞は低

開発圏と規定

ドイツとフランス国境にあるアルサスロｰレンス地区

の看炭鉄欝澱をめぐる争奪ともいわれています.そ

の後次第に石滴か平和産業だけでなく国防上にも大切

な資源であることが認められるようになって第2次大

戦には胃本は看油の欠乏から参戦したとつたえられてい

ます.いわゆる妬油の1滴血の1滴"という言葉

は産業におげる石油エネルギｰの活動が人体における

犯液の働きと似ているこをを意蛛するとともに戦時中

に招ける石滴の補絵はちぷ雪ど患者への輸血に相当す

ることをあら勅しているのかも釦れ襲せん.ま杷原子

爆弾の旗島畏崎への投下によって賢本の降伏が早めら

れたといわれています由すなわち策笈次大戦の太平洋

戦争は石油にはむ巌って原予力でおわったと見ることも

で慧嚢す昔この畿簑に皿率ルギｰ資源は平時はもち

るん戦跨紀も巷わめて箆要であるこおがわかります白

滋率ルギ榊瀦鷲猛あ錐漕水準

前にのべ塞したように孤球ルギｰはその国の産業や

国民生清の進展殉上に大慧く闘与していますので工

率ルギｰ消費量はその園の文化氷準をはかるのに便利

な尺度おして使われてい漢す苗園遠の統計では国民工

人当りの訟率ルギｰ消費量が宥炭換算で玉｡sトン以､ヒ

を先進園玉トン以下を低開発團と定議窒れてい凄す岳

い削9搬隼と鷲蘭～王9㈱隼1ζ潟ける窒要圏象の玉人当り

の国厨所得と皿率ルギｰ消費鐙との相関を示し蜜すと

舞愛～3図の通りであります.両関でわかりますよう

に大局的には王人1当りの叉率ルギｰ消費量ポ多い国ほど

その国民所待が商くなりてい蜜す苗しかしながらよく
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篤籔図夏人娑り圏民所鰐(浮拠譲示)を工津冷ギｰ鞘費鑑の相関

(王撒～呈鰍洋)輿連統討月報による�
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第4畷湊本1こ抽紗る輸入続分類

見ますああ漢り相関性を示さない国もあり蛮す｡たと

えば簾ゑ図で年間エ人幾蝸｡oドル肉殊の国民所得を

もつ国でも｡.遂トン位じが消費していないブラジルギ

リシア1トン前後の貸本やアルぜシチン慈らに蒙由葛

トンも消費している繭アプリ吻共和園もあり漢す､ζ

れらの相違はそれぞれの圏の産業経済構造のち淋いによ

るものと考免られてい蜜す世蜜施社会主義園は自由経

済諸国とちがりで簡単紀比較で書蜜せんが参考凄で

に第3図随かかげ嚢し花曲なお面図でわかり凄すよう

1蝸水差イ争ジァあはほぼ並んでいていず杓も螂9年

から五966年の間熔笈ネルギｰ消費量は五トン前後から2

トン近くなり国民所得も400ドルから800～900ドルあ

ふえ両国あも園連基準1はる先進国縫仲聞入りしてい

凄す､

｢なお面図にのりていませんがク汐工一ト韮国は195募年幾時

の国民所得300げル以上エネルギｰ消費鐙餐トンとアメリカ

よリ寓くさら紀昨年独立したナウル共和園は国民所得約4000

ド汐でアメリ滝ク労楓一トを抜いて微界一をいわれてい裏

すがこれは前者は看滴後者はりん鉱看をおもに鉱産資源

に恵まれそれらの採棚砧もなう莫大な剃権料カ妻守存外国

から入ってく蕃彪めですか繭園とも園土はせ凄く人口もわ

ずかで特殊な例といえるでしよ"

すなわちエネノレギｰ消費量か多いほど国民所得添

高いということはエネルギｰを安く豊富肥供給するこ

とカミできれば国民のエネルギｰ消費量はふえ一般製

品は安くなり国民の購売カを刺戟し産業を活発紀し

産業の勤労者も多くなりその収入も鋤切交通や輸送

費はさカ書りサｰビスも改善され園罵生活を安定さ

らに向上させることになるでしょう.このようにエネ

ルギｰを安く豊當に供給するようにはかることはもち

ろん必要ですがもうひとつ大切なことほエネルギｰの

供絵をたやさないζとです｡つまり蕊捧ルギｰを安く

蔓竃にがつ安定して鋲総す為ζをは工珠ルキ㎜鋲給の蓄畷劉

ともいえる大事なことです帝王例をあげますと前回

の中近東動乱でスエズ運河淋閉鎖されたとき中近東油

田にたよる欧州諸團は有滴の値上りよりも石油然入ら

ないことの方がより深刻な問題たつ花ことでもその重要

さがわかるζとと思い藍す串
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で湖工鱗通商産繋讃昭和ゑ野本邦鉱繁の趨勢より編集

姦議サ鮎遥嘉ル義営為鰯鶴驚二鷲粗油

グリｰスワ老リシア派ファ於ト石油目一クスを含まない)

日本におけるエネルギｰの供給

員本は原料輸入国あいわれていますがはたして員本

にエネルギｰ欝源淋実際にぎの位輸入書れているかど

の位国内で生産慈れているかを知るために第4図&第

夏表をかかば蜜し花封籍堪図でわか妙凄すように19

6陣1輪ける輸入全体のうち原料燃料だけで57.7

%とその大準を占めてい蜜す､また各輸入品繍員別で

は荷為秘第五位で亙5｡脇石炭(主として製鉄用原料炭)

添窮蟻位で蓬｡砺凄花鉱産物では石油鉄1ζつい�
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で繁3位といずれも主要な輸入晶であるζとがわかり

濠す曲湊ら紀繁夏表1は資蜜すと薗内鉱産物約3000

億円のおよそ2/｡の約2000億円が燃料の生産でそのうち

石炭生産は燃料のおよそ濠脇ぽあたる1760億円で鉱

産物の第王位をたもっていることからみても国内生産

における看炭産業のもつ重要さがよく理解で書塞す｡

しかし国内における主要鉱産物生産金額の雰倍近いおよ

そ8300億円が主要輸入鉱産物ですから鉱産物をいかに多

量に海外から買っているかがわかります.さらに主要

輸入鉱産物全体のおよそ60%が燃料でそのうち石滴は

燃料全体の80%全鉱産物の50%に相当する約4王00億円

を輸入して輸入依存率は99%であります､なお図表に

は示しませんでしたが日本における輸入鉱産物の大串

は年々増加しとくは石油の輸入は急増しい漢では

アメリカン連についで世界第3位の石油消費国裏

た挫界一の石油輸入国になりましたが石油の輸入は今

後も蜜す蜜す増加する僚向にあります.このように国

内生産秘わずかなのにもかかわらず有滴を多量につか

って経済の高度成長をとげている黒本ですからさらに

その発展を施もっためには今後の世界の動向政治経

済の変化産業の発展科学技術の進歩などに応じて

つね紀新しい研究開発の情報や資料をどしどし取入れ

ながら有滴を中心とする綿密な総合エネノレギｰ対策の

計画実施検討をくりかえしてつづけていくことが大事

であります.

エネルギｰ綴喜の璃人

世界および買求におけるエネルギｰ需要は年冷増大し

つづけていますが近年におけるエネルギｰ需要の動巷

を屍裏すと篤姿図と第籔図の通りです.すなわち第

5図の世界におけるエネルギｰ全般の需要は戦前の年間

増加率婁%内外から戦後の6%と増大し書らに急増す

る傾向をもってい漢す､す刊α鯛5年はおける棋界の

消費量は有炭換算で60億トンをご免まもなく60億トン

に達することでしょう.裏た第6図紀見られるように

日本圏内におはるエネルギｰの需要供給量の増加はさ

らに著しく1963年から王96ラ年蜜での年間増加率は王0%

内外で至967年末には年間ほぼ3億トンに達しています.

このように棋界や買求の皿率ルギｰ需要および供給はい

ずれも急増しています,つぎに世界における主要エネ

ルギｰ別の生産推移を策7図に示しました.この図に

より漢すと石滴生産は急増の一途をたどって工955年

から65年の1ユ年閥ぽ看炭換算で13億トンから25億トンと

ほぽ倍増してい塞す由肩炭生産は峨0年凄では年み増

加し五955年の蝸億トンか肋O億トン近くになってそ

れまでは看滴よりも多く生産していましたが1961年

62年と滅産し鯛年からふたたびふ免て騰制忍は20億ト

ンをこ吏でい蜜す唖い叱看炭生産の増加率は看滴よ

りも低くζの鰯では駁年と鎚年の閥で看巌お看滴おの

首位秘入れかわ傷てい塞す紬螂夏年以降の生産悠瞭共

秘含漢れてい凄せん剖幣共の生産はアメジ湾ソ違は

ついで棋界篤3位で螂◎年紀おける串共の亜炭褐炭

を含めた確定生産量竣.愛億トン(申共は文化大輩命の影

響でその後かなり滅産している&恩われ蜜す)を6峰

以降の世界の盤産量熔加えますと看巌生産は飢年から

62年にかけて減産しただけでそれ以降はふたたび増加

をつづけているようで石油生産か石炭をぬいたのは63

年頃のよう終恩われます.

天然ガスの生産は髄年頃は亜炭の生産より石炭換算で

夏｡籔億トン多い遂､黛億トン穣度でしたが餐6年には10億

トンをこえて岡隼ぽおける醒炭生産3｡?億トン(石炭換

算)の3倍に腐炭生産婁O億トンのほぽ串分ぽ達してい

ます.亜炭の生産は6騨の2.餐億トンから66年の3.7

紗

望I皿

呈,5

里.⑰

晒､5

く昭26)鰯

��

25〕{鰯

o)(粥

35){鰯

6ε〕

第6図賃本紀釧ナる皿ネルギｰ需翼当餓緒(水カ須炭亜炭

油釆然ガス灘炭LPGを含む)?.§0眺c迎/㎏石炭換算

〔卿5)

石�
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億トンと増量はわずかで64年の3.74億トンを最高紀

すでに頭打ちか下降の傾向も見られ凄す､蜜た看湘

と天然ガスをあわせた流体エネルギｰと看巌醒炭か

らなる固体エネルギｰとの需要の推移を屍るを6峰陥

入れかわっています.

こ二の図には水力と薪炭の推移をかかげ塞せんでしたが

水力の生産は隼冷増加してい蛮す｡!96δ隼ぽおける生

産量は第凄表でわかり蜜すよう紀国連統計はよ削000

キ濠ワット/時剣山脇トンの換算率で看炭に換算し塞す

とおよそ亙億トンで薪炭⑳生産量よ資も少ない量です.

棲た薪炭は第δ図のよう紀一般紀棋界のエネルギｰ統計

からはずされているのでその生産推移を蜜だ調べてい

ませんカミ生産量は年冷ぽぽ同艦があるいは幾分低下し

ているように思われ漢す｡なお薪炭の工9髄年臣ζおげ

る生産量は石炭に換算してほぼ3億トンで水力の蟻借

亜炭に近い量であります苗以上籍警～7團記数って

世界および日本におけるエネノレギｰ生産護花は需要の推

移を大略つかめたことと思います曲(澄本文弗の敷盤

トンはとくに蕨聾ないものはすぺてメトリックトンニ〕

ω

慈類

㌦

㈰

エ竈

丁乃29

;､孔.1

�

星5.1辱一

/佃､虞

望署ツ■

別･γ

20賄!里O燃蜘闘

■`

箏

声

毒豊グｰi纈.望阜■■

���

一

潰炭

帀

ノ㌻!洲

/三望､鰍

1;刈

獅.19

�汯

一､ヅ箒下

二4∴努十

○

螂5ユ960亘965{!三

窮7顕微堺嚢纂欝一款灘初レ鋒一隻藤擁隷仰韮簑e磁滅瓜蟹菊巌換蟻)

〔注〕氷カを除く凋燦璽厳(鵜繊蜜欝む)繊濯藤饗本部鉱築の趨勢

ぷ婁鍍灘菊滅未然瀞災濠孫瀬筋甜等轍よ螢換算

1艶陣蝋隣の石炭生産は学薬蜜奮ま底い

第2表世界のエネルギｰ費源鰻蔵鐙と生産鑑

流体エネルギｰ(化石エ約レギｰ)澄()の数鑑は7,000kea1/k凄石炭換算

9656,凄ヲ嗜パ…〆ノレ豆)エg63

(玉.4兆トン)

石油30蹄1嚇

豆嚢挑バｰレル2)i蛾?

(ゑ,醐憾け)

磯綴喜,鍬9｡竃憾籔)

バ州レル

(醐臓トン)

(的黛狸

菖)醐

醐,轟兇バｰレ〃

(塊｡㌘億トン)

確鱈

鰯｡6

1965天然ガ刺9壷100兆4)翌9磁豆眺パ,レル豆),峨?

立方フィｰト(曼葦遂e⑪憾参ン)

秀賛綴嚢㌶,㈱鰍鱗鰯｡眺鰯億｡)

バ榊レ拠立方メｰトル

(i.200憾トン)遂)(鰯億トン)

§)凱8

7,6櫛翁義並ブチメ}ト

ル

(11憾トン)

19磯トン幾夢王O減樽ン貫)工麟夏.鏡鈍パ刷レルエ95遂

醐絃,帖汰ノ紗脇(榊億トン)

(7言§⑰藪憾トン)

ソ簸瞭幾簿轟)

累イツ渓㌘燃榊デ

ン(嚢駆トン)

鰯

餓｡5

工嚇遂ヨ⑪00憾バｰレ〃婁1965婁,⑪⑪鵬バｰレ於

タｰル(900鮒ン)5脇(螂鮒ン)

サンざ

鱗蓄斌鍵霧ゆ

繊㈱パｰンル順

(至琢トン)順

ユ

注確認は確認可操量(看満天然ガスで普

鐘蟻蔵盤とい簑刎嚢珂採鑑をあらめす)

夏)至鍋§T｡及.釘鯛紬放爵

壌)呈鰯L怨｡W琶幽

釜)工雛?概燃臓Oi王

4)工嚇リSG簿C=量rcula■no.522

5)1鱗?茨舜養妙ス姦釜覧

6)1蝸?看瀬翻詞年報

7)工9磯∬嚢GS報告

8)翌9駁脅溶鉱産話

壌)玉鰯γ｡珊｡汎a130n

三⑪)夏螂晦泣｡le晒nTimes

生

三966

注

工)夏鰯壌ηSGS籔皆

婁)麟6徴撮統静隼鑑郷!｡至9

s)鰯屡撒銀萄巌統諭薬

4)差鱗鵬琶雌腕蹴出Ye8r㎞ok�
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{3)原子核エネルギｰ

�蟹類推定埋蔵鐙��珂擦導可擦鑑.�生産鑑

ウ多ン�967U80o(ポンド30ドル双下)450万トン(450億トン)U808(ポンド10ドル以下)確認75万トン(75億トン)�50%76%�225万トン(225億トン)確認5砺トン(57億トン)�1967轟灘鐙不明舎瀞出力907万キロワクト擦掘盤1966晩0817.?90トン(1.8億トン)

プルト昌ウム�(4.5兆トン)確認(7,5⑪⑰鰹トン)�50%76%�(2.眺トン)確認(5壷700億トン)�不明

����…

トリウム�1967確認Th02(ボンド如ドル以下)ユ35万トン(2.7兆トン)�50胎�確綴鑓万トン(ユ.跳トン)�芥鯛

計�(7.2兆トン)��(婁｡跳トン)�(至､嚢億トン)

漆数鐙はいずれもシ嚢一トトンをメトリヅタ

トン1ζ換算し愁もの

確綴は確譜襲麟鑑や嬢認可採量のことで余ン

灯◎ドル以下のウ茅ソトリウムカレト島

ウ森のζをであ葛

(基1

懸類

主要欄灘災ネルギ舳

推定埋蔵愚可換率

1醐出航｡｡｡鰍W｡)1

(§2億トン)

鰯･翻馳･1附方メｰ

(総｡違憾》ン)

浅

1)裏9躯棋界動力会議欝料

2)工{繍目本国塾衝金よ婁鑑定

3)1955K淡O林産統計牢艦

4)工㈱FAO〃

{5〕そのほかの循環エネルギｰ(海洋エネルギｰ塗⑳ぞく)

鑑刺可採皇

太陽熱

風力

太陽ふく射の1%利

用できるとして

(1兆8,200億ト

ン1年)1)

抽もなる鯛発状滋

太,陽炉おもにアメリ党フランスβ本

刀泌～孝一泌出力1害餐⑩OkW

太陽発電所ヅ連独力慧,窒06凌触

太陽電池鰍/謀惚菟宙鰹周

太陽熱蒸溜おも}こギリシアフランス法}ストラ

リアアメリ翁

汰鱗燃ンジンおもにアメリ論イ夢リアイスラエル

大騒鶏温水器おもは費漆醐雰禽(豆δO万トン/年)

風力鶏電所アメリ勇繊カ童茗鰯破桝ζ工941年より運転)

イギリス出力醐隻W(1鰍隼よジ1)

デンマｰ索出力簑♂⑪屋双(豆艶工率よ算抑)

ソ連山カェ⑪源蛙猟(養十圃)

灯台用同本出力遂｡嚢鮒㍑.駄W

イ夢聾γ出力雛｡§万k慨(総男トン/縛)

二並舳ジ榊ランド出力王9.2ガkW(18.9万トン/年)

ほか世界計出力6?.蛎kW(67万トンノ隼)

㌩�

暴)

玉)

3)蔓)

轟)

至)§)

㈩

㈩

婁)

至)

壌)

澄

1)1…脳

姦)1螂

3)1蝸蟹

I世界におけるエネルギｰ鴛源を蛍嬢

前にのべましたようにエネルギｰの種類1はる蓬は潜

りますがエネノレギｰ全体としての需要は隼冷増大して

いますから今後のエネノンギｰ対策を考吏るためにい

ま世界や日本にエネルギｰ資源がどの位埋蔵されている

か(埋蔵量)そのうちぎの位利用で巷る淀ろうか(珂

採量)いまどの位利燭慈れてい篇か(生産量)を蜘る

ことが大切ですのでζれら終りいてしらべたとこるを

�

�

�

亘9欲

を災率ルギｰ辞

呈鰯氷鰐韮鱗ホ詠簸⑳皿ネルギｰ源｡太

騒埋楓率ル鋒榊榊亘､1灯⑬｡餐同

列エ繋杜

エ1郷畿尾格“新い傾度エネルギｰ･地

熱挿蕊初レギｰ榊呈｡工蘭◎.3費

刊エ繋飲�



ネルギｰ(5)はそのほかの循藻黒ネルギｰ湾あり濠す宙

また表(1)のうち石油天然ガス石炭は海戦の分も含

んだ世界全体の量をあらわしてい藍すがそのほかは一

麻世界の陸域に限られたもので海域および海洋のエネ

ルギｰはのぞいてあります､

この表(1)の流体エネルギｰは石油天然ガス頁

岩波およびタｰルサンドでその合計携窟埋蔵量〔本文

でいう推定埋蔵鐙は工孝ルギｰの種類紀よる多少の相違はあ

りますがいわゆる確定鉱量推定鉱盤予想鉱盤を含昔た鉱

量でまた可採量不可録鐙を含めた絶対量あ糾㌻は理論埋蔵

量のことであリ窯す〕は警兆トン(石炭換算)合計可採

量〔可採鐙は推定可採量のことで推定趨蔵鐙のうち現在

または近い将来紀操掘ま危は回収できると思われる鉱濫〕は1

兆トン(石炭換算)合計生産量は4エ億ト1/(石炭換算)

であります.なお石油の世界全町操量1.琶挑バｰレル

のうち海域可採量7000億バｰレル(第6表参照)と

しますと陸域可採量は1.1兆バｰレル(石炭換算刎00

億トン)であり巌す｡また天然ガスの世界全可操量

1.1兆バｰレルのうち海域可採量3000億バｰレル(第7

表参照)としますと陸域可操量は讐⑪00億バｰレル(石

炭換算1700億トン)であります.

っぎにこれらのエネノンギｰの可採量のうち一番多い

ものから石油1.8兆バｰレル(石炭で4100億トン)頁岩

油1.65兆バｰレル(石炭で3750億トン)天然ガス1.1兆

バｰレノレ(石炭で2400億トン)孝一ルサンド2000億バ

ｰレル(石炭で蜘億トン)の順で生産量は石油約30

億トン(石炭換算)未然ガス約11億トン(石炭換算)

で頁岩油タｰルサンドは前纂者を比べるをまだきわ

めて少量であります纐

表(2)の国体工率ルギｰは石炭亜炭(褐炭を含む)

および泥炭で合計埋蔵量5｡眺トン(石炭換算)合計

可採量2.75兆トン(石炭換算)合計生産量は24.8億トン

(有炭換算)であり蜜す堀蜜た合計可採量の夢ち一

番多いのは石炭で壌｡3地トン亜炭(褐炭)は4享300億ト

ン(石炭換算)で石炭の20%以下泥炭は225億トン(石

炭換算)でさらに少なくほとんε問題虹ならない量です.

生産量も石炭が20億トン亜炭(褐炭)3.7億トン(石

炭換算)で泥炭は2茎300万トン弱(看炭換算)で亜炭

の6%に相当し前妻者に比べるととるにたらない量で

あり凄す.

表(3)の原子核エ率ルキ…はウラン〔ウランの元素面号

はUで同位元素として原子炉でも克石鰯Uともえない螂U

カミあります〕プルトζウム〔プルト島ウムの元素記号は恥で

鶴籔戴資本のユ約レギｰ資源埋蔵量と生産量

百

石焼

滋機

務醗

ウ茅ン

石滅

天然対ス

廣闘ガス

至総儘

婁Q⑪億トン1)

〃

婁｡?鰹トン里)

澱5嚢

逮鰹トン3)

玉鱗㌢

婁苛竃00万トン5)

1嚇

5億トン8)

1騎6

捌議トン王)

婁享§畷万トン星)

ら鵬裏億トン

7脇望,700万トン

(27億トン)

1鰯

?80フデトン6)

μ

婁罰餐｡o万トン6)

1螂

壌葦婁0⑪フテトン8)

1蝸?

4,?㈱万トン雲)

〃

35万トン

!螂

3万トン

��

0トン

〃

125万トン

〃

26§万トン

〃

(44万トン)

㈩

�

�

�

㈩

弊妻ル1鵬/ン白鵬/ン(･･鮒)1脳万1ン

水力1鰯9)1搬1鵬7

3,錫0芳率回ワット1,6⑪0万トン/年871万トン

地熱王鰯11)1957〃

遺⑪⑪万キ城ワ賞トエ帥万トン/隼3.2万トン

薪炭1㈱エ3)1960･

亘｡髪億トン720万トン/年338万トン

撃エ糾蝸⑪万1淋i峨万/ン

注㌘｡e6燃拙/細石炭占して換算

永か地熱欝戴蟹の看炭換鋼ま1,000kW/h=O,125トン

潴巌･ウ茅ンの珂擦鐙牢の粥は可擦率

夢繋ンの()の数翻嚢カけニウムも利用で蜜る場合の数量

炭顛ガ派生産鋤ま未然ガスの生産鐙刺こ含まれている

1)王§餓通産省鰹蔵僕盤炭質統計調査

婁)エ嚇〃霜巌筥一夢ス統計学報

3)螂§電源開発資料珂⑪.嚢よ蔓標定

遂)至鰯汕讐跳鱗鰍θ童蜘鵬蓄滅inera1豊Ye紅book

δ)エ螂動力煩繊燃料開発難業団発表

ε)玉鰯概鰍臓〇三1

7)鰯?溺慶大震賞房宥滴統計舘報

8)196虞董整注婁毛嚢顧莞閏カ#派鐙捧糞螢葦蘭……姜菱拳糞警

9)豆鯛騒瀬皿鶴エネルギｰ榊豆｡夏蝸蛆5

10)鰯?鑑気楽業連合金簿気事業便覧

11)豆鰯通産大臣官房将来における同本の産業とエネルギｰ

12)至鰯警浅尾梅エネルギｰ榊豆｡至鰍⑬山3

13)工鰯林騎序驚料

1進)欄7通産省総合エネルギｰ統計

汐寮ン薮もやすとき鰯Uはもえ蜜すが鯛剛はもえないで

その一部はプルトユウムにかわ夢襲すこのプルト風クムは天

然紀屍られない人工鉱物で高遠増殖炉(原子炉の一種)でも

やすこあがで藷嚢す白その際もとの鏡よりも多くプルト皿ウ

ムがで蓄ますので増殖炉と呼ばれてい塞す〕トリウム〔トリ

ウムの元素記号繊跳でζれも原子炉でもやすこと=添で蜜裏

す〕です淋これらの数盤は王967年亙N趾(欧州原子カ

機関)の報割㌶あづいてつくりたものです､そのう

ち箆N跳によって発表巻れたものとウラン資源量の明

細表を参誇の花めに篤遮表に掲げました曲これらの

合計鑑蔵量は看炭換算で7畠獲兆トン合計可採量は石炭

換算で3｡?兆トン生産量はウラン分だけで石炭換算で

王吉轟億トンであり蜜す｡しかしプルトξウムやトリウ

ムの利用は凄想研究の段階でま恕埋蔵量可採率およ

び可操鑑な妊は蜜だ十分検討されていませんので今後

の実績や研究開発によってかなり数量的に動くものと考

えてぷいでレ蕊う.�
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価格範囲(U8081ポンド当り)

㌃＼寸

アルゼンチン

オｰストラリア

カナダ

コンゴ(キンシャサ)

アンマｰク

フランス

ガ森ン

インド

イタリア

目本

モロツ螢

ニジ撚'ル

ボノレトガノレ(蔓刺ロッノく)

(アンゴ多)

南アフリカ

スペイン

スウユｰデン

アメ嬰カ

その他.(ドイツ再トル帥狐一ゴ)

合計

第4表蟻繭姓界の推定ウ多ン資澱盤1967年10月現在(EN豆A欄7年発劃磁惑)

(鎮位…狐轟シ嚢一トトンU8◎琶)

1⑪ド汐以下

三⑰～ユ5ドノ汐

埋蔵螢1

�

��

㈰　

�

�

�

��

��

�
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注()ば副産物として生産し祭る埋蔵量埠藪源量を第次

1)2)欄を集高千した数鑑と合計数量とは異なるもその蜜窪掲げた

循環エネルギｰは表(4)(5)に示しました｡両表は

循環エネノレギｰ中の海洋エネノレギｰを除いてあり漠す珂

なお海洋エネルギｰは第11表に一括してかかげまし

た.表(4)でわかるように現在おもな循環エネノレギｰと

して水力と薪炭があり漢す.両者の合計携憲埋蔵量

は年間石炭換算で148億トン合計可採量は牢閲石炭換

算で3強トン合計生産量は石炭換算で嬉億トンであ聾

ます.しかし両者はかなり異質なユ率ルギｰで水力

はすべて電力として利用されてい繁すが薪炭はほとん

だ家庭燃料用であります｡また推定埋蔵量は水力では

発電所の容量っ護り出力を五｡o踏つかりた揚含の発電

量であらわし薪炭では薪炭用材の蓄積盤をかかげ繁し

た曲可採量は前者は年間発電量後者は薪炭材の適

性伐採量〔日本に捌ブる薪炭材の生長率は蓄積鐙酬路を考

えられこの6館が適正な伐採量を蜜批てい蜜す｡蜜花植堺の

適正な伐採盤も同じく6%として簿出しまし花〕で示し製し

た.水力は可採量30億トン(石炭換算)で後者の警

億トン(石炭換算)の奪倍に相幾し生産量は約エ億トン

(石炭換算)ですから濠芯蜜潜開発で蓬る余地があ聾

ます白一方薪炭の生産量3億トノ(看巌換算)は珂操

量の60%にあたりほとんど開発され花状態といえ蜜す｡

この盆うに水力は産業に直結してますます発展が期待で

きる黒ネルギｰですが薪炭は直接産業に関与しないエ

ネルギｰですでに忘れられた過去のもの些もいえます.

しかし薪炭の生産量の点ではなお水力の倍以上で亜炭

の生産量に近い鐙であることポ注目されます.これら

のほかに太陽熱風力地熱潮汐波浪などの循環

エネルギｰかありますが海洋忍ネルギｰを除いたもの

を一括して毅(δ炊薮&め凌し花抽これらはいずれもぽ

う大な票率ルギｰをもっています由しかし伸冷利用し

にくい資源で埋蔵量可採量も把握しにくいし生産

量もはっきりし謹せんのでわかった範囲で概略の開発状

況を表憾してかかげまし花｡とくに太陽汲ネルギｰは

ぼう大で地球が洲夕る量は年間響巾亙X王O総キロカロリｰ

または石炭工82兆トン分に匹敵するといわれてい漢すし

地熱〔地熱は地球自身淋もつエ沸ルギｰで地勢の難源は地球

が生れ色ときぽできたウランな星の放射能錐物に歯来している

と考えられています.火山爆発などは地下の放射能鉱物が一崩

壊するときに出す熱が蓄積されて“マグマ"といわれる高温の

溶融体躯できてそれか岩看の割れ属を通じて噴出したもので

噴申しないマグ亨もあ酬)けです｡現在開発されている地熱

は地熱源で温めら杓だ熱水をつかって錯電されています.こ�
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繁5義黒本紙潟紗る繁驚所利用率および孫瀦1釆撚ガス回収率

籍艦廠銭荷撃(刹月燦)

火力7脇

地熱90%

水力50%

原子力姐%(資本源箏カ繁驚

簾海里督煩工鱗寧の

繁繊変夢欝搬)

浅フ繋ンスランス潮汐籍驚蕨婁脇(箆

溢み)

孫瀬回収率

拙舞壌脇

水攻濠1ガ黒圧入法§㈱

火敏漆㌢㈱以上代退)

滋火攻漆1ζついては餐鰯乏も象愁鍛幾帝

天然労ス回収率

天然ガス弗

フリｰガス7①～80影

水溶性ガス100%

の熱水の大部分は地下の循擬水で呼ダ蝉欝禽か蟻でる熱水は

わずかであるといわれ郁･蜜す〕原子核黒率ルギｰ以外のエ

ネルギｰ資源はすべて過去および錫荏の太陽瓜ネルギｰ

っておこる各種の公害を防ぐ淀め紀も改めて研究対象

として敢リ上亭ずるζと添必要な新むい資源であり凄す｡

以上のエネルギｰ資源全体を通じて屍畿すお流体エ

ネルギｰの可採量は鉱物エネルギｰ串最も少なく生

産量は最大でしかもその需要は嘆す窯す増大の方向に

あり蜜すので蛮怒ほとん淳開発書れていない頁岩城

タｰルサンドはあもかく&して石油未然ガ災資源の

寿命はほかのエネルギｰ紀比べて一番短かいよう紀思

われ塞す､'固体工率ルギｰの可採量は流体工率ルギ

ｰ⑳轟倍近い量ですが生産量は流体蕊専ルギｰの6晩

と比較的少ないことから流体エネルギｰぷ麺も寿命は

長いようです､ここるみ紀宥油未然減スのR/夏(可

採量/生産量)と石炭亜炭(褐炭)泥炭の艮/Pを比

較してみ護すおたやすくわかり襲す｡また原子核笈

ネルギｰの可採量はプルトニウムやトリウムを利用する

技術を確立で慧るようになれば液体工率ルギｰの遂倍

近く紅なり凄すカ三もしそれらの利用赫う裏くいかない

場合はせい背い石炭で鵬億トン位は誇えられますの

で原子核工専ルギｰの寿命はたいへん心細いことにな

り裏す.また循環エネルギｰの可操量や生産量はほか

の工率ルギｰ紀比べるあ一度に使える鐙は限られてい

ますが資源の寿命は承久的で澗渇する心配がないエ

孝ルギｰであります膏

黒本におげ蕃蕊拳ルギｰ灘源&生産

ついで黒本のエネルギｰ欝源紀のいて第3表に渓と

めました､この表でわかるように埋蔵量可採量およ

び生産量のいずれを見ても少ないことがわかります.

しかしそのうちで椴も大きな皿ネルギｰは石炭でプル

ト皿ウム淋利用できないとした場合の可採量は鉱物エ

ネルギｰ3?億トン中の約90%にあたる32億トンまたプ

ルトニウムか利用で誉るとし花ときでも可採璽は鉱物

エネルギｰ概億トン中の約50%ですから石炭の占める

比重秘巷わめて大きいことになります｡濠化石炭の生

産量も鉱物皿率ルギｰの潟よ都華夏00万トン(石炭換算)

中の約9◎%(遂,700万トン)とやはりその大半を占

めていることがわかり豪す,循轟エネルギｰでは水力

の可採量(供給可能量)1,600万トン(石炭)/年は全

量2埋舳万トン(石炭)/年の64%生産量(発電量)お

よ着8珊万トン(石炭)/年ほ全量1主跳O万トン(石炭)/

倖卿郷に梱幾し最も大きく濠た金エネルギｰの生

.産量卵でも石炭紀つぐ大書きで濱本における水力の重

要さを細るζとかで書濠す〔1965矧鵬ける独界のエネルギ

ｰ消費鐙の受も水力が占める比率ば2.1房で同年ぽ糊ブる資

本のエネルギｰ消費量のうち水力の比率は1工害3房と世界

の平均比率の5倍以上になってい凄す〕

狐録簿エ率ルギｰ資源

植界と日本におけるエネルギｰ資源の埋蔵量可採量

生産量についておおよその説明をいたしましたが1つ

大講な資源が欠けています.それは海洋のエネルギｰ

資源です｡世界各国の海洋エネルギｰも含めた海洋開

発に対する関心は近年急速に高まってきました.その

理由占しては戦後世界の人口増による食糧の逼迫や産

業の進展に&も恋う工業原料の需要増から陸上におけ

る食糧鉱産物の増産淀けでは深刻な供給不届におちい

る懸念淋強くなってき施ことから先進各国はその対策

としてい凄蛮でほとん壕かえり屍なかっ淀広大な海洋

に包蔵されているぼう大な量をもつ水産鉱産両資源

ぽ注黒するよう組なつ施からです｡なかでも石油天

然がスな昼は当繭の主要なプ湧ジ溢クドと考克られてい

蜜す苗本文ではいくたの海洋開発のうち海洋のエネ

ルギｰ鞍源紀ついて種類別はそれらの資源の賦存状

況滋蔵鏡開発状況などの概略をのべるとともに今�
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鶏8図世界石油確認埋蔵量および海底確認､埋蔵鑑の携移

後の進むべき方向閥題点なども簡単にふれることにし

凄す.

海洋工率ルギｰ資測ζほ海洋の大陸棚〔大陸鰍漉地

の2倍の広さをもつ海洋のうち水深お変そ婁｡⑪鰯軽度の比較的

浅い準埋な部分で大陸棚斜面上部200並1を含め護すと憾ぽア

フ肋大陸(鰺地醐脇挑そ2,00⑪万㎞婁)の広純泌海

洋の8男を占めています.雲泥大陸棚(大陸棚斜面を奮む)

以外は深海で多くは水難･00⑪㎜以下を爺じてい漢す〕下に賦

存する石油天然ガス看炭や海水中紀とけているウ

ラン重水素そのほか海洋自身つまり海水がもつエ

ネルギｰとして潮汐波浪海水の温度蓬な繊嶋りま

す剤そのうち現在最も淫貿を浴びその開発が急秘れ

ている看滴'天然ガス資源からその概略をのべ蕃ごと

にし凄す.

1霜油果然ガ沢

“石油天然ガスは大陸棚(大陸棚斜薗を含む)紀包蔵

されてい凄す.

忍滴の大陸棚における埋蔵鐙(維憲珂採盤)はL.G.

W磁蓬(卸表)はるとおよそ7､⑪00億バｰレルで

抵界(残存)推定可採鐙夏｡8挑バｰレル(錦蒙蓑)の遂O

%漢花陸域推態可採螢エ曲五挑バｰレルの6脇以上つ

まり陸地⑳蒼糖鐙窪割以上陰あ稔る蕊滴淋灘嬢に銘蕃ことに

なり襲す.一方1967年来における海底(大陸棚)の宥

油確認可操壁は棚億バｰレル(鶏?讃籍愛顧)で陸地

の確認可採麹｡600億バｰレル(鶏轟閲の撒億ギりヅ

トルから換算)に比べると海底確認可採鐙は陸地確認

第餐讃沓蟹瓜率ルギｰ看巌概算表

(㌢蓼鰯虻慧夏ノ蟻石炭換算)

採油

索然餅ス

繍脳ガス

艇頭ガス

蟹山巌(鵜巌)

児戯

未族

薪

ウラン

豆除1.なS111〕12〕(3〕

夏側腕署吋遂童(3〕

至司触腕竈判｡胴ω12H3〕

夏慧鰯蝸書(1H2〕(3〕

夏嚢的錫竃15〕

い鰹いω②(3〕

夏鰍竈獺籔鱗責(1)

肌O轟エ竜鰹泌0万を(灘総値)(3〕

未然ウラン(イ蕊清一ケｰ勢)

脇蝋繍臓含1に綴董ω(2)/(繊)

トジウムで血｡襲は瑚劉万竃(理輸憾)(達)

Tb0扇夏重鵡婁簑⑪刀重(搬定憾)

璽泳謙禰夏童綿⑪o万慧(饗輪値)

(欝鍍轟)鍵ユ素焼室

への換算の際の

損失を籍磁し匁

もの)

澄賓滴豆搬(パｰゆ)綿.熾麦(争剛パノレ)看滴

巽然費茅ン嘩ぴ鱗絃…3｡㌘錫ぞ刎慧か縁ぴ繍

磁櫛て篶董雛ノU墨雛燃1/i鮒

夏董慧竈灘籔｡簿鰯繊謹皇§竃鰹簿｡銚

ω夏鱗呈締科学搬禰序簸源鰯養義織幾鵬.蝦順漆の鶯源閥顧･

1ごぶ姿

㈱螂(蹄鰹鱗愈閥庁鰯蝸本幻狐初紅ギｰ苗1は篭

13)至鰯蝉就海道闘籍隊北灘遺鍛工業闘鶏計箇調査鼎看濃化学x樂

鰯繋鯛幾翻皆欝鼎紀ぶる

ω鱗蝉土濁曲下川岬茅ン多ζ次く糠燃料トリウム〔工｡秦ルギｰ揮

聾⑰童｡壌鷺簸｡至葦ζよ為

㈲夏鱗寧轟添縫一枇初瞬一問鰯の婁状差縛灘穿燃料協会議

双翻1.灘狐載.逮?豆菩ζよる

可操盤が/舷しか屍つかっていない杓けで海域の探査

か陸域よりもかなり招くれていること秘わかり蜜す｡

護だ海域の推定可擦蟄?重000億バｰレル紀対する海域⑳

確認可採量醐億バｰレルの蛇率は?｡脇であと閥脇

にあたる宥滴が蜜怒発蒐きれてい漢せん吉つ蜜ゆ灘嬢⑳

蒼瀦は覇樫竜翻毛鍵箆蜜叙ても噴い嚢)1夕であリ護す｡いいか

えますと海底の宥滴の蓼割以上がこれからの擬劃砧っ

て確認で曹るはずであ聾蜜す｡このように大陸棚1ζ多

量の膚満天然ガスが漢花発兇されていないことは戦後

世界の各国とも有満天然ガスの需要淋急増し陸域が

らの生産花けでは麻じきれなくなってき花ことと探査

採掘技術の急速な進歩発劇はって大陸棚深部の海

底油蘭ガス蘭を鰯発できる見通し秘ついてきたこあな

どから大陸棚に宥満天然労黒を求める動き洲ζわか

に清発化してき花をはいえ大陸棚開発ははじまっ花ば

かりとい定葛てしぶヅその開発状況は第7～8表

鶏餐～§図紀屍られる通りであり婁す｡すなわちL,

C･賄興叱よれば海洋開発に参加している国は亙960

年の脳カ園から概年には8肋園に確認壊蔵量は1960年

の26億キ刺ツトルから6咋棚2億キリヅトルと3倍

以上に生産鐘も叉960牢の獲土壌00万キ漠リットルから67

牢には五億3,6⑰O万キ籔リットルと剛菩近くにそれぞれ�
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海洋･海旛エネルギｰ資源埋蔵鐙おぶぴ生■産鑑

鰯

種類賦存状況

携麓鑑灘盤

石油大陸棚

簾鑑

維定(確)最;確認(聰)鐙

一{山……山…^'㎞一…1一………

鵜鵡嚇ド鱗1篇く軸レノレ

㌢､0♂窪艦バｰレル(王工7億トン)

(工葦㈱憾トン)

備考生産鑑

携定量1967

ユ96SL.G｡双鶴ks至古鑓億キロリットル

確認盤(1.9億トン)

1968L.C.Roge冊

天然ガス1熾

3壷｡⑪⑪憾バｰレル

(?⑪o億トン)

�

1963L.G,Weeks不明

層炭1湖

榊1海水響嶽織駄!11

ド饗嚇ン)嶋報蓼鷲鰯i鰯､乱､1､万トン､

ナシ

吐

注()内の数盤?,o⑪服｡銚狐壌看炭換簸

生産は今後ます談す海底に依存することになるでしょう中

天然ガスの海底埋蔵量(推定可操量)はやはりW磁嚢

(第7表)によって3星0⑪0億バｰレルを推定されてい裏す

が海底の確認埋蔵量(可採量)や生産量ははっきりわ

かりません.しかしながら戦後棋界における天然ガス

の埋蔵量生産量は第10図に示しましたよう紀著しく増

大していることや北海の大ガス田の確認(鍵蔵量婁挑

立方メｰトノレ以上)を先鞭としてイタリアのアドリア

海アラスカのクック湾オｰ風トラリァのバ夙海峡な

どの海城からガス岡カミつぎつぎと発見されていますので

荷摘と同様1こ海底の確認埋蔵量生産量とも飛躍的に

増加してい鳶ζとは蜜ず漢彰がいないでしぷう.

器.

鵬回

10.o藺｡

5｡暮脚

第9図憧界潟よぴ海嬢菊滴生産量の擢移

海藤滴鰯減汲國の地蟹時代

第11図でわかりますように海底油田の含滴層はい

ずれも篤三紀または中生代の地層であ夢棄すが海底ガ

ス囲には北海の二畳紀やエリｰ湖のシルル紀のような古

生代の地冒中に大きなガス困が含まれていることは石

油とちがって吉い古生綴中からも夫書なガ黒賊曙箆密れ

る可能性があるわけでぱなはだ興味かあります珀

黄界に施げる海底油田ガス田開発状況

先にのべ濠したように世界各国における海底油田ガ

ス閏の開発は年々盛大になってきています｡その關発

状況を第1咽に示し蜜した.そのほか開発計爾申の地

点にはアンゴラ南アフリカ発ザンビｰク(以上アフ

リカ)泳一マンｰマスカットイスラエルイランの

カスピ海(以上申近東)イン芦衝方タイ(以上アジ

ァ)ニュｰジｰランド(以上濠洲)アトランチック滋

一スト(以上北アメリカ)ホンジュラスジャマイ勿

コスタリ勿(以上申央アメリカ)ブラジルアルゼン

↓∴1

ω埋蔵量須雛移

鶏泌鰯

(2〕生産鐙の推移

機羅策然労ス確認埋蔵量･生産量と推移�
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エ6.

㌫

ぺ

郁

玉除銚

｡

〔注〕海洋開発専門嚢扇針擁隷石油關劉二お

(中澗軽合案}ぷ婁繍薬C螂8)

第夏至回大鰹棚瀬閏ガ

㍗外

ビスケ'湾

スペイン沖

ブドリア海ガス頭

ブルガリア

カスピ海滴岡･ガス国

セネガル沸

ダホメ

ナイ雀蓼ア漉固

形メルｰン

ブ切レナンド斌榊

ガ郊ン油固

カビンダ滴賜

蔓どア紳

孫楓ズ湾油田

アブダビ減賜

串並地帯滴閏

デ肌パイ

イラン油国

二畳緑

第三紀

第三紀

第蔓紅

白亜紀

白璽編

第蔓紀(中新微)臼亜紀

烏籔線ジ風ラ縄

自醒紀

館三紀(翻新一中新姓泊亜紀

チン(以上南ア1メリカ)などがあり蜜す亜

ス輿錦発状況(1晩?等)

鴉カタｰル瀬露

滋サウジアラゼア瀦熊

滋イバ柳{業τ㌶ン

鑓カレ率イ粋瀬璽

鰍サ費渓夢

簸チ受舳火

難パヅア沖

鋤イン芦洋瀬頭

銚パ黒海峡滴頭硅減ス顧

餓サンゴ海

鑓輿琳瀬関

徴クック湾滴熊･ガ添閏

35ブリテイシ楓鰍頼シビア沸

36カリフ素ル楓ア神頼嗣帯ガス頭

38ガル7潮㎜孫ト繭顛串ガス願

自亟緑ジ皿ラ紀

負璽繍

第蔓織

濠藤緑ジ肌多紀

下部欝隻紹

欝送紹

第三紀

40マラカイ謙講馨

41トリニダット

42ペルｰ

第三献帝新世始薪抵泊堕緑

第三紀(始新世暁新世)�
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加㎜述鮒簿餐バ鰯級ぶ蚤,

鎌嚢畿

至鰐3年1ζ捌す鳶

海底炭賜の壊蔵量と姻炭量

計蝪i

織引･舳･1刎･･1･1畳;

鴛㌫ぷ為面ζ二濃鶯上土

濠1鐙鰹麟盤磁雛宝鑑麟鑑で夏鮒蹄燦蟹地質鰯翻繋轍翻ご義蒼た

くなるでしょうから宥満天然ガスの価格上昇をお窓沈瞬憾夏鱗緯溺麓欝鑑麟鑑雛纐査綴雛蝸

えること枇んだんむ功しくな雌す苗しかにれ'瓢｡1鷲澄牟鰐鰯辮鶉鱒隷姜搬鋤1sof

からの採掘技術の改良進券によって採掘費をかなりコ韓錨燦雛鰯灘脇辮鑑滅至脈蝸

曲擁麟噸す畿資料獄豆鱗学科学技術庁資源調密会報資幼｡.艶に

ストダウンできるとは思い凄すカ裏は危してそれらの技蝸

術革雛よってどの離裏で硝天然ガスの生産価蟻灘燃瓢義)臓軸鰯㈱雛麟量哩

格をおさえることができるかカ婁蕊れからの主要な課題拮海底鱗餓嚇鯛擦跡地げ棚畠㎞方鮒わ畑w納㈱

珂擦離劔鶏憂して欝㈱し淀

であり凄す.つ蜜夢看滴天然ガスの値上り秘ある限

界をζ吏るこを紀よってい談蛮で眠っていたぼう大な

量をもつ陸域の油頁岩タｰルサンドからの看滴の抽出の推定可採最がんを占ぬ蕎愈ナダでば1967牢嚢月から一部エ場

や宥炭液化な星の計圃慈れているものの企業化も急遠に生産熔入り粒ったえられてい濠木談淀看炭液化は戦後南

進展し肴滴爽然ガス&はげしく競合す蕃ζと悠なるでア列愈共和園で暫サヅｰル摩討圃として企繋化蜜れてな噌すし

しぷう晩紀述ぺ嚢し淀ように油頁岩からとれる頁岩漉のアメリ劣でも最近急遠にζの砺究が進んで頁砦漉の開発より

世界の推定可採量夏古艶兆バｰレルは石油推窟可擦量エ.8億バｰも有望であ馳も報晋られてい嚢す〕し電カ供絵面では原子

レルに近い数量で王96脚の全肩滴確認量3,蔓00億パｰレルのカの遺上げも一段お活発化してくると思われるからであ

4倍以上もあってそのうち世界の半命以上の携定珂採量をもり蜜す里

っアメリ萄ではその採掘や抽出方法について研究検討が進め

ら扱てい護す苗蜜花索一ル妙ンドの世界推定可採量2,o00億以上海底の石滴天然労スの埋蔵量生産量海底油

バｰμルは196牌の全石洩確認量の半分以上でそのうち世界困ガス囲⑬特殊性あ闘発状況や競含する頁岩油タｰ

ルサンド液化石炭な濠との関連に

篤玉O表海外満賜闘繁会歓㎞擁表ついてのあら蜜しをのべ裏した串

一しかしなん伽ても海底鯛嫡

○ア茅ビア漏沸牢近策ペルシア湾昭鯛碑営月

北ス呼トラ積滴鰯幾脇イン祥率シア菰スマト夢鐙努餐月

カ

サパヂイ怒締インドネシアサパ搬寧

石油賛漁系

帝看系

イン夢ネシア覆漉鞍源

闘発

ジヤペ裂クスカナダ

ジヤペツクスオ舳スト

ラ嬰ア

アラスカ石滅

九州石油開発

中東哀滅

アブダど須瀦

濠○印は溝浮そ馴鋤峨嬢上械§愈夢川松積滴開籍(棄京鶴か菱か)呼次媛ン攻イ泳

オブアラス劣(丸善肩滴アメジ劣狐瓢漆ン浄イ洲まか)の2飲縫幾在設立離傭卵で前讃はペ

ルシァ湾後著はダ繋災滋めタ努ク糟の海洋漉閏闘発数閏指して潟婁嚢す

発は莫大な資金がかかりかつリス

クをおもなつてい蜜す曲しかも開

発淋大陸棚浅所から次第に深部に

うつりつつあります.また開発地

域も気象海況および立地条件など

比較的恵凄れた地点赫少なくなって

芯んだん条件の悪い地点にむかって

いくことでしょう曲しかし慈きぽ

のべたW鋼k§の推定可採量?童000

億バｰレルはかなりひかえめの見

積りで今後の探査の進展につれて

さら終増加する可能性があります由�
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2次回収の惹漉貫密滴幸一洛秒ンド

て第7表から省略しました.

日本に鉛ける海底油国ガ汲鵬開発と糠タ膿出状況

貸本をとり妻く大陸棚の広さは国土⑳7脇終相当し

海底油田ガ巣囲の発覚闘発は十分期待できるように

思われます出すて絶出発興産はインデァナ黒紫ンダ

ｰドとくんで買本海の秋岡新潟沖に看滴鉱区権を確保

して海底探査を開始しついで昨年三菱シエルグルｰ

プは繭資本石油開発を設立し鳥取県の沖合いから{陰

九州の北方を経て五島列島に至る海域の試掘権を定で探

鉱1こ入りました.また本年早々帝国有滴は九州の天草

地区沖合いに日本石油は子会社目本石油開発を設立

して西九州の沖合いにそれぞれ鉱区を出願し後者は

探査紗結果有望であれば勿ルテックスグルｰプを典嗣

で開発する計圃をたてて濁ります.このように昨年

から胃本近海の海底開発の動きがとく紀活発終なってき

ました淋これらの鉱区の評価はこれからの探査膳よっ

て判明してくると思います.もしそれらの開発俸成功

すれば立地条件もよく供絵の安定性もえられ凄すか

ら日本の産業へ大きく貢献することでしょう.

一方資本⑳海外への進出もこの壌～3年棄著レくなりま

した.とく終昭穐42年夏鯛熔宥油開発公団か設並され

てからは一属積極化してきまし花苗現在海外の海底油

田を採掘している会社はアラビア有油インドネシア有

滴資源開発でそのうちでもアヲビァ看瀬の海底から

の産出力婁大きな部分を占めて為り蜜す.なお現在蜜で

績海外の海陸に進出している会社および開発地点などを

あば蜜すと第五｡表の通妙であり蜜す.

2濁巌

大陸棚の海底炭団(滋密な麓瞭では例外なく海膨雌花

那る炭岡で簿陸炭肺をい免嚢すっ護算いずれも隆蛾⑳擦

炭からはじまって海域に発展しているか海壊への展開が潮待

されてい懇ものです)紀ついては篤嚢表にかかげ蜜し花

ように現在開発春れている園はイキ皿ス目本愈ナ

ダチリ総ぷぴ台湾でそのほかいゆも近く海底から

採炭する計画を施ててお堕凄す曲トル黛も含めた上調

の6カ国の全埋蔵量はおよそ愛里80⑰億トン海底埋蔵盤

に比べるとかなり大慧いことがわかり凄す,これは海

底調査が陸上紀比べて著しく顕難なため調査があまり進

んでいないことや海底の石炭雅一般紀良質で製鉄用原

料炭が多いことから海底採炭を積極的に進めらている

ζとを爺じているように思われます坦

な濁世界全出炭量に対する海底出炭量の比は1;6%で

埋蔵量のそれらの比率ぶりも大きくなおミルトン海

イスラ孟ル締アラスカのケナイ半島影テダのマッケ

ンジｰとパリｰ島ブラジルのテザｰレアノンぜシチン

のサン労クルスとサンデイゴなどの未稼行の海底炭酬ζ

関する埋蔵量は不明なため計上していません､こ批

らの海底炭閏終おける爽炭層の地質時代は大半石炭紀

か鶏三紀に属してい漢すがカナダの炭田には白亜紀の

ものもあり蜜す円そのうちナナイそ炭田は現在稼行

さ杓でいる瞭一の炭田です｡炭質も施にのべまし花よ

うに一般に良質な灌青炭で多くぼ原料炭をしてつか勅

れてい棲す自例外とレてカナダの炭剛ζ褐炭があり

ますが五つは稼行を中止しもうヱつは未稼行なので

現在出炭はあ姿襲せん的なお海底炭田から出炭してい

る餐吻国のうち海底可銀炭量を海底出炭量はいずれも五

位のイギリス変位の員本との黛菊国花けで･その大串

を由めでい蜜すが国別の全埋蔵量に対する海底埋蔵量

の比では日本工6%トル鰯餐%チシS.8%の順で

また全出炭量に対する海底出炭量の比ではチリ84.1%

カナダ郷%属準狐彫紬順でチリではほとんど海底

から出炭されてい蜜す苗このように海底に良質な宥炭

をもっている国や海底炭剛こ依存している度合の大慧

い圏は海底炭岡の擦査開発にカを注いでい蜜すか

棋界の宥炭埋蔵鐙から兇漢すと製鉄ぽ必要な原料炭は

ともかくとして宥炭資源は陸域だけでも漢だ漢だ不足し

てい凄せんので海底から採炭している国の僚かは一般

に海底炭閏は対する関心はあ護りもっていないよ茅に思

われ凄す.(世界海底炭団図は紙繭の都合で省略地質ニュ

ｰ黒Nα170夢螂抵界の海底炭閾分布図を夢照)

きて海底(大陸棚)における炭閏の賦存量を念のため

看減天然労ス&同様に地質状況操掘条件などから

み護す&多くは期待で書ないよ簑であり漢す,その理

歯&して看油あは反対熔世界の炭団は一数量的に�
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は蛮だつかんでい裏せんが一質量ともすぐれてい葛の

は歯い古生代の看炭紀や二畳紀の地層終集串する傾向終

あり漢す(淀怒し醒炭褐炭を含める&新しい第三紀の

石炭も量的にはぽう大なものと校るでしぷう)⑳で石

渡の項でのべましたぷう紀大陸棚終宵い地糧カ糠上よ

りも少ないこをは質量的紀すぐれた宥炭を含ん芯古

生代の地層添少ないζとにな蜜す剖謹ら熔もザつの

藻臨は現在の採掘技術一むしるζれか決定的な条件で

すか一ではたとえ炭田が発見書れたとしても宥油や天然

ガスのよ簑紅海上から直擦擦掘で書ないζ&で勅資ま

す､すなわち宥炭の探掘は一とく紀地質炭層条件に

恵まれたときは人工島をつくりて開発されるζとはあ

聾ますが一多くの場合陸地から採掘嚇遼められてい凄す

から水深によって制限をうけることのほか把陸地から

の踵離紀も大きく制約されているわけです･

なおほかの笈ネルギｰ資源では代用できないもので

製鉄に重要な願料炭について簡単に述べ凄尤世界の

金看炭推定埋蔵量は鶏凄讃でわかる次引こ約遂由縁兆ト

ン推定可採量は約愛.議挑トンで潜りますまた全渥青

炭の鑑定埋蔵量は約五｡獲挑トンその推定可操量は

7事00ρ～9曹000億トンと考免られ蜜すか諮ら紀原料炭紀

限った場合その確定鍵蔵量は約醐億トンといわれて

い妻す由ζの確定埋蔵量は世界の金鉄鉱石確定埋蔵

量約2,500億トン熔比戎蜜すを薯じく不見しているこ

とがわかり襲す(普通高炉における原料比は潟ふそ鉄

鉱看王｡引ζ対して纂一クス0.5裏た原料炭からコｰク

スの生産比は約O.8).このような原料炭資源の不足

は原料炭の生産供絵画紀も大慧くひぴいてい濠す音

とくに日本は主要鉄鋼生産国(棋界第警位)で最も製

鉄原料を海外に依存(鉄鉱榔0%以上原料炭㊧O%以上)

してい護すので今後の製鉄業⑳拡大発展する上絡比

較的入手しやすい鉄鉱石紀脱べで原料炭確保は深刻な

問題&なってい凄す｡漢だ現在海於輸入原料炭のう

ち80%をアメリカに依存してい襲すの写冒本の製鉄業

はアメリカ炭の値上りや炭鉱黒トなど1はる霧響を大

きく受けることを慈げるため現在者滴と同様に供給地

の分散紀努力してい漢すこのよ簑な状況からもう一

度棋界の海底炭団をみ漢す&港湾から離れ花嵐囲に比

較して海底炭田は直擦看炭を船積するこを淋でき藍す

ので輸送コ渓トは著しく安くあ秘るをい夢立地条件に

恵まれています｡㌧花秘繊て海底炭閏の簑ち｡,良質

な原料炭をもち今後の発展が期待で慧あ炭田を緊急紀

さがすこと添必要でし災夢串

3ウラン(第12図参照)

互螂隼思猟亙Aの発表(籍遂表)によるとポンド当

以Oドル以下の安いウラン埋蔵量は肌◎護として約83万

シ嚢一トトンで一机鯛O年裏で1硝由世界諸国金俸で

必要な需婁鐙の累計は約餐蛎シ霧一トトンと推定慈れて

い護すので一庵螂0年塞では十分塞かなえるように思

加れ塞す昔しかしウランは宥滴宥炭のようにその

蜜塞か蛇較駒簡箪な処灘をしただはでは使え蜜菅ん宙

っ蜜資燃料周をしてかなり複雑な加工をしなければなり

凄せん串をいうこをは探査から燃料としての製晶をつ

くる塞での期聞工場ぬ生産能カおよびその過穫熔潟け

る費茅ン鉱の滅量を考慮する必要赫あります珪最近の

カナダ紀鳶げるウラ蕊ウム黍員会の報告終より裏すと

ウラン燃料は探査から製晶として入手するまで普通8

～9牢かかリ観在自由憧界熔おけるウラン燃料の生産

能カは1967年の2万シヲｰトトンから棚0年の31留万

シ繁一トトンを推測されています畠一麻その委員会の

発表をも恕熔してい蜜から五980年までの螺穣生産量を

概算してみ蜜すとせい醤い如万ショｰトトン位に思わ

れ凄す宙

護花ウラン探査から開発生産をへて案際に入手でき

る量は埋蔵郵販シ嚢一トトンの場合刷6万シ嚢一ト

トンということですから実収率は7脇になり漢す､

この比率によって1967年におけるポンボ当り10ドル以下

⑳ウ茅ン埋蔵量83万シ葛一トトンから生産できる燃料を

計算すると鑓万ショｰトトンと見積るこ&ができま

す皿このような点から花とえ今後の探査ぽよって泰

ンド当り!げル以下の安いウランか増加するとしても

ウ茅ン燃料の需要に対する供絵量はたいへん心もとない

こと添わかり裏す｡さら1α980年以降になリます占安

いウランの確保添凄すます顧難になって一部はポンド

当り工げル以上のウランをつかう可能性が大きいように

思われます｡もっともその頃に予定通り先進国によっ

て商漣増賄炉を実周化するこ肋蔓で慈れば汐茅ン燃料

から&れるカけ黒ウ姦愁燃料おして利周で書るわけ

懇沸動嶋篠来⑳咳ラ㌶燃料のヱ◎⑩倍核縫棉警する愚を

燃料鎧むでつが爽る芯を1ζなってポンド幾以げル以

上の咳茅㌶も経済的熔操掘壁産して利周で慧る攻餐悠

なるでじ変う凸伐叱蜜繭徴界縫潟はるウラン維麓埋

蔵量は嫌ンザ幾簑狛～3げル⑳携定追加賛源量登含めて

愁約餐oo刀淡卦トンですからプルド妙を刹周

篶施恕篶怒怒看炭換算湾縞次そ念畠曇挑トンで石炭の可

操鐙婁､墨挑トン坐同鑑懇沸秘蟻思ったより多くあり裏せ

ん曲護花今後各園と繍滋り欝カ的ぽ深査を進める熔

じでも咳費ンの需繋増慰屍含簑新しい鉱量を発見す蕃こ

とは従節艦資の調査⑳艦め方ではなかなかむつがしいよ�
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うにみえます.なお参考のために猛N蕊激酬§嚇年

と196?年における報告を比べ藍すと恭ンド洲ざル以下

の埋蔵量は6遂万ショｰトトンから83万シ嚢一トトン紀ふ

えていますから2年間の調査絃よる増量鮒蛎シ嚢一

トトンぽなります.

このようは資源面から屍蛮すと石油時代につい箏原

子力時代カ潮来するとしても漂苧カ時欄鯛郷恕納泳

続性がないぷ引ご見蒐議丸しかなながらこζで淫閏す

べきこ挫はウランは岩有率地層中以外のほかに海水

中にも幻夕ているζ曇です,その含有鐙は平埼⑪｡003

グラム/トン&微量ですが全海洋中のウ多ン総量は

下記の式から計算じ蜜す墨掲ふそω億トンぽなり藍す苗

海水総監(1.37x工018トン)×奮有鐙(0軸003グラム/トン)

垣姐｡ユ×珊簑トン

したがって海水中のウタンは陸上のウラン推定埋蔵量

46晩トン(瀞ンド30将ル以下の推定追加資源量を含め

た総合計第儀表篤遂表参照)の900倍以上に相当し

これを石炭に換算しますと40兆トンブノレドニウムも利

用した場合は媛,000兆トンと莫大な量になります.

もしこの擦氷⑳咳ランを経済酌隠鏑幽鷲蜜篭ぷ引二雄れば

海水⑳ウ繋ンは僚平カ時代参ささ羨篭大爆桂ぬ漆脅な有釣な

資源となることでしょう朝

イギリスでは早くから海水中のウランををる問題ぽ着

目し研究がつづげられています.19艀年亙N鼠A⑳報

告によりますお世界の海に面し施敷地､熱で年間数

1,000トンの割合でウランをとりだすことかでき墨とい

われています日さら熔現在も研究検替物婁進められて

い裏すが抽出慧渓トはやがてボンド砦り孤～皿ドルに

なる見通してもう少しで経済的紀採算鳶陸れるだるう

とのことです｡イギリスと同様にウラン資源に乏しく

第12図海水よら抽出養扱於夢繋ン鉱

(イギリスSpeC缶㎜言蛆搬｡総1葦鰯よリ)

四囲を海にとりまかれている黒本も海外1ニウラン麗源の

確保1賛&め為鉦扇酵熔陸域の夢ラン驚源の逼.迫も必至

あ規られているおりがら薄氷寧⑳喰弩ン衡源を抽幽する

研究蜜誰遣す蕎ζ麦も必要と考えられ漢す.

いずれ記しても原子カ開発伊)進展にともなうウラン資

源の需要増ぬそなえて日本もできるだけ早くイギリス

のウラン抽出技術に追付いてできれば追抜けるような

技術を確立し施いものです｡もし海水からウランを抽

出する芯とができれば海水がもつぼう大な資源をそっ

くりその場で国内の資源として安心してつかうζとが

でき蜜すから日本のウラン資源の安定を自給自昆に大

きく貢献すること終なるわげでこれまで器率ルギｰ欝

源に乏しがつ施わか国はこをウランに関してほ一躍

“持てる国"になるでしょう阜

牟重水素〔普通の水素の元素記号はHで重水素のそ

れはDま把は望亘であ簑蜜す呈漢た藍本秦

を二重水素ともいわれてい護す〕

卿世紀は化石燃料時代班世紀は原子力時代といわれ

てい凄すかもしも高遠増殖煩の開発が思うように進展

しなかったり放射能灰の処理などから生じ墨公害から

原子力発電を制限しなくてぱならないこ&がおこるかも

知れ蜜せん｡その場合ウ賞ンあるいはトリウ刺ζよる

原子力時代につぐもの漫期待謹れてい鳶核融合発電があ

り蜜す篶核融合発電は水素爆弾の核爆発つまり聖水

素と重水素との核融合皮刺はりてできるエネルギｰを

ゆっくりととり花す方法でいいかえると太陽で行なわ

れている反庵を地上でつくりだそうをいラここるみであ

り蜜争､この発電は無人類の泳遼の猛ネルギｰ禦とい

われやはり原子力発電の一種でさ慧の汐ランなだの核

分裂師凋する鶏電と&もに炊義の原子力発電で潜り

ます｡この災うに核融合発電につかわれる重水素は普

通海氷の水素原子蟻､500個についで五個の割合で存在し

てい蜜す｡吻塞り海氷王トン中に顯グラム合まれてい

る杓けです､蜜た海水の総量は前述し漢したように

王､3猟獅正餐宜方トンですか塗海水陣の璽水素の総量は

(蝸淋泌塵淋(淡削0…覇葦トン孝総沿0外ンでおよ雫遂6兆

トンになり蜜す白すなわち海水のウラン総量40億トン

の五万倍以上もあるこをに校り漢す､じかも重水素が

もつ黒ネルギｰの大き婁は看炭の魯00万倍紀匹敵すると

窓れてい謹すので海水申の重水素のエネルギｰ総量は

篤㌢表に尿し蜜し地ように看炭紀換算し凄すと46兇ト

姫イ

ンX(塁×!ぴ)拳3.6則O蜘トン(3､筍壊トン)をいう天文

学的な量です｡現在世界における年間エ率ルギｰ消費�



一五7一

策!至裁海洋エネ次ギ開発状況(至鰯)海津の工率ルギｰ

7海洋自身がもつ抑ルキ…

には潮汐潮流海流浪

乃ンスラ以河P滋孤W5鰯,棚孤W蓬麟瞬蛾莞繊

ソ逮巧鵜婁鯛鰍麟締螂亮繊渡海水の温度差など秘あり

潮汐発電アメ肋打岬梢醐万鮒耕雨塞す､そのうち潮汐波

フラン黒受ン督ンミツシ燃泌湾30憾藍榔/慧卸

イギリスセバ_ン沌120鰍徽狐押浪お萎び海水の温度差による

至鰯寧勃愛発電か近年やっとエネルギｰ

溝水温度差発電巧㍑ηリ鴻繋溝濠§･00⑪kW切後の状漉不鯛

として利用できるようぽなっ

波力籍小本膿孟イ猟㈱上鯛てきま此これ/の発電

㌫剛未利1覧現簑㌶鴛ζ賞

フランスランス河Pの潮浄罷翻こ一部併用ありませんが.さきぽのべま

海燃㍗リエ!90孤W1管下検言寄箒したよ雌沁配や燃料

の補充を考慮しなくてもよい

量は第5図でわかり塞すよう終ずで鰯O億トンをζ吏て匁どの禾1席をもっていますので研究開発に充分値す

います辛かりにい塞がら年柵0億トンの割合で消費しるプロジェクトであります･

た場合一もちるん棋界の蕊専ルギｰ消費量は螂｡年頃に

は看炭換算で60億トンをζ麦さら紀増大をつづける§潮汐発電

でし義勇が一70C億隼以上もつづくわけです.現在地1966年11月世界で最初の潮汐発電所かフランスのヲ

球か誕生してから鈍億隼人類秘地隷上に出現してからシス河口に建設書れ蛮したその規模は五万キ属ワッ

豆00万隼(最近道0◎万年という窟屍も発表されてい表す)トの出力をもつ低落差孝一ビン脳基をもち総出力24万

といわれてい漢すのでこの700億隼という期間は地球キ属ワット年間の発電量5億4葦400万キ属ワット時と

の年令の15倍以上人類の歴史の7万倍でまず実際間報晋られてい護す.蜜た昨年のニュｰスによればソ遠

題として無限と考えてよいものであり婁す｡鴛ラ半島の湾内に出力32万キ減ワットの実験用潮汐発

このように核融合発驚の燃料である聖水素は海水中電所を建設瞭で運転開始は同年12月とのζとでし次か

ば無尽蔵にあり蜜す吉しかも海水から摘出するの紀要ら予定通りぽ建設カ婁遼んでいれば現在すでに運転慈れ

する費用は王グラム15～婁2円と1グ茅ム獲量O00円もするているζとでしょプそのほかアメリカのファンディ

ウランの価格に比べて格段に安いこをウ受ンのよ刃こ湾に出力王00万キ潟ワットの大発電所フランスのモン

放射能を心鯛する必要がないこと直接発電添で蜜て効サンミッシェル湾発電所(年閥発電量30億キ獺ワット時)

率がよいこと比較的小型でも大田カの発電淋で慧るこイギリスのセバｰン河口発電所(年間螂億キ狽ワット

となどの長所をもりてい藍す串しかし問題は原子炉の時)などの計画があります｡

開発ですで紀先進各園とも早くからこの問題にとりくこの発電は潮汐の干満による海繭の高さの差を利用す

んで著康麦研究を進めかなりの成果をあげてい塞するものです･アメジ勿のフダンディ湾沿岸ぽおける平

秘まだ解決しなくてはならない多くの課題が残慈れて満の差は世界最大で6～1狙干満のたび1ζ20億トンの

い差す､なおこの発電の実現は早ければ20年後抽丞海水か移動しているといわれまたフランスのランス河

くとも21世紀初頭といわれてい嚢す｡ま危資本も早く口の最大潮差も夏3.5㎜と顕著です淡黒本では最大潮差

から基礎的研究をつづけてきましたがいよいよ昨年かを示す颪九州沿岸でも最高蝸服であまり大意なもので

ら本格的に開発研究の体制に入り藍し施｡はあり凄遮ん｡したがりて員本近海は潮汐発電の立地

いずれにしても重水素は海水中は無尽蔵にあり護すし条件をしてはあ護妙恵まれてい蜜せん｡しかし貝本で

ハ蛆蹄

抽出技術もすでに確立塞れかつ低廉ですから資源面も早くから九州の大村湾を利搦して早岐ぽ運河を掘って

での問題は全く釦ゆ護娃んの鴬いつ虹原子炉の完成東支部海と大村湾ざらば有明海の潮差を利用する計画と

実用化は焦点がしぼられているわけであり裏す鶉このか愛媛県佐閏卿に運河をつくる計画に潮汐発電も考え

ように重水素は人類の兼衆を保証するユ率ルギｰあしてたこ&などがあったといわれています｡また最近では

期待されていますがこの資源は海水溶含まれていて四国電力の歓肉研究をしで瀬戸内海の2地点(香川県粟

陸地では求められない海洋特有の資源ともい免るもので島愛嬢県松山市沖の由良湾)をえらんで試算されたこ

あります.と秘あり塞したその報告によりますと爾地点におけ�
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る発電出力は3万～五万キ濠ワット程度で現在の技術

では蜜花採算が&れ護せんがもし2～3狐の落差鷲も

効率よく電力をとり花世篇ような低落差の孝一ビンの開

発ができれば可能となるかも知れない詮緒輸されてい

ます軸なお先にあげた偉願鰯に描ける運河を発電の計

画}ζ海水串のウラン嫡出試験揚と原子カ発電所⑳建設

という一石田鳥をいうアイヂァも検討してみたいテｰマ

であります.

6波力発蟹

波浪のもつ蕊卒ルギｰは例を日本海にと資塞すと海

岸によ苦る波浪は海岸線夏㎞について7.5キ属ワットで

資本の海岸全体では3争O00㎞といわれてい凄すので普

通の荒天では濱本の海斜Cおける波浪は婁億蟹,OOO万キ

鷲ワットと莫大な黒ネルギｰをもっています.しかし

票率ルギｰの質としてはあまりよくありません.

この波浪を利用して発電する研究開発は日本が一番

進んでいてすでに航路標式用ブイとか灯台用の電力

に潜周されてい雲す田

これらの発電ほいずれも防衛庁の溢囲警雄技官悠よっ

て開発されたもので発電の原理は靴3図はかかげ凄し

たよう紀波の昇降運動に漢るカを刺用し空気を潟しひ

きさぜて空気タｰビンを回転慈世るしくみです推発電

規模は小さいのでいまのところ特稼な用途に限られて

います.現在づかわれている航路標識用発電機の性能

はたいへんすぐれたもので国内の需要はもちるん海

外からの問合わせも多いようであり塞す､また灯台

用もすでに神奈川県の観音崎沖灯台のδ00キ孫ジジト

発電の開発に成功してい漢す.

しかしこの発電は今後用途面で燃料電波太陽電波お

よび原予力電池などと競合することになるでしゑう.

な潟護だアイデアの段階ですが海岸線綬沿りて護岸用

もがねたかなり大きな波浪発電所建設という誇克も研究

次第では具体化するかも細れ漢せん岳

7溝球濫凌蓬発蟹

この発電は叙姻に示し蜜し花よ弩紅海水の表層を

深部との温度差を利用する方法で原理は澄度の高い表

層水を蒸化器の串で滅庄しこれを蒸気紀がえてタｰど

ンを凄わしつがった蒸気を深部からくみ滋げ恕冷た

い海水で冷翻液化するや算方で彪ゆ襲す｡脳8年フ

ラン刺こよってアプリ勇の象牙海斜ばの方式紀ぶる出

力6,OOOギ減ワットのテストプラント秘鐘設巻れ婁した

がごれが世界で初めてで階一の発電所で踏寧凄す曲

しかしその後の経過は全く不明てず秘この発電はもあ

もと海水から淡水をつくるの添全員約であったよ簑で

綱浮体＼

一

ぺ

/繁留ワイト

塞筑タｰピメ

籍麗織

墾筑㍑レ室

下部浮休

･(含水榊継絡)第工3図

波力発驚機(浮

遊型)の原理鰯

(科学技術庁費

源調査会勧告

第7号1960よ饅)

重錘

最近同地点付近は淡水化用の火力発電所が運転されてい

ることから海水温度差発驚は串止窓れたのではないか

(海外電力事業調査会深井秀頼談)杜思われ濠す拮

この発電の閥懸,察は夢一ビン設備がかきばりて経費がか

かることであり蜜す曲黒本では蜜鶯この発電は計画さ

れ花ことはおり談せん茄海水温度の高い低緯度地域

牝と免ば小笠原離島をか沖纐諸島に適し花地点淋あるか

どうか検討してみるのも興味淋勘り窪す串な縞ζの

発電は副産物として淡水が克られるこをから飲料水

雷カ紀恵まれていないとく虹公害をさけたい島など

に建設できればたいへん宥周花と思われ護す.

兼利用濫率ルギｰ(潮流海流)

潮流は潮汐の影響をうけてあらわれる現象で潮流の

強い地点は海峡ですか雲溌凄ζの国でもその菰率ルギ

ｰを利用していません古わ淋禺依おいて唱比較的利用

できそうな海峡氷遺瀬戸な婆の地点の例をあげ凄す

と通過す篭流水盛津ルギｰは津軽海峡で婁争奪｡c万キ賞

ワット九州の八代湾南部の長島海峡で鋤万キ沼ジッ

ト鳴戸瀬戸で醐万率簿ワッけいずれもぽう大漆潜

在皿率ルギｰをもって流れており護す､海流は潮流麦

り愁もっとぽう大な票率ルギｰをもってい漢すが利用

圃では潮沸敦抄愁はるかに条件然悪く開発が困難な工

率ルギｰであり裏す衙

海氷揚球発簿

この発驚は海陸に讃花がるもので麟密な意瞭では海

洋遺率ルギｰ紀入り漢ぜん.発電方法は海水や海水面

を利用するほかは一般の揚水発電ト般の揚水発電方式

は発電地点の土流側と下流側とにそれぞれ貯水泡(上池γ池)

をつくゆて複閥などの余剰電力を利用して下地から上池に揚水

しておいてど一ク鱒絞発電で蜜蕃ものであり凄す.裏た上地

下池を既碑の貯水池をつかりてどちらかの貯水池を建設しな

いですむ揚含もあります〕の型式と同じですが下池ぽあ�
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策至裏表

各綴発電の嬢殿費鴻よび発電蟻鋼

種類

泳力

火力

地熱

原子力

嬢融合i

潮汐1

鰹毅毅1㈱1瀦鶴単概

狐撚瓜籔夢

至婁～至§万問

3円禽

麓瀞婁.登～凄.至汚悶

忍炭壕､餐～壌.竃万問

1蛎隅(榔リイ夢夢ア狐嵐

一シｰ茅ンド)

泌～エ3刀閂(大鑑)

麓油亙｡雛～婁､鑓岡

孫燦婁.徽～婁｡滋囚

11)餐～げ吋(ア刈勲)

(2〕餐.§～訟肪悶(イキ淋)

㈹8.S～郷.6万円(イ察聾渓)

三郷禽(イ表リア鴛狐一ジｰラン拝)

婁～菖悶(大岳繊州)

ω呈.郷～婁｡鋸円(アメリ動)一

②至,瓢～慧｡5胴(イ判汲)

{3〕嚢～婁｡嚢閂(イキ婁黒)

(逮)皇｡鑓悶(カナダ渓ウ風榊チン)

㈱互,§蝸(薩芦イツ)

㌶,轟界灘ζク茅ン渓)

工円内外(篤込)

3円台(フ茅ン淡)

漣濠のないものは貝本に糊責る平均建設費凄怒1ま携鑑単鰯

1王)アメ簑勤軽水輝

く3)イキ凛ス采然夢ラン蟹氷減簸矯鋤輝

15)酒ドイットリ帖瀞賊災燦

鋤イキ蔓ス采然ウラン黒鉛労ス輝

㈱釣チ鉾黒ウエｰデン天然ウ茅ン麓泳炉

だる貯水漉を省略して海岸を利用する方法で下池の海

水をつかうので渇水を心配する必要があり豪せん,ま

たこの発電はフランスランス河口の潮汐発電で一部

併用されている溶けで世界で漢想堪独紀は建設されて

い漢せんがイキジス棚0万等鴻ワット発電計圃のほか

アメリカン違にも計画があるようです1この発電は

潮汐発電海水温度差発電とともに海水の腐蝕海水

生物の付着などの防止対策を考慮する必要があり凄すが

この点フラン黒では潮汐海氷澄度差などの発電建設で

すでに解決ずみでしょう｡翼本では最近電力会社によ

って候補地点をえらんで検討か加えられてい畿丸

むすび(今機の災率ルギｰ蜜源⑳麗艶)

本文ではい凄護でにわかりた世界および潟本における

各種票率ルギｰ擦源の埋蔵翠可操量生産量などρ表

つ裳りエネルギｰ資源の財産目録を支出の一覧表をつく

るとともにそれらの今後の推移をさぐる淀め紀最近

の資源量や生産湯よび需要量の推移関彰つくってみ蜜し

た｡さらに新しい開拓分野の海洋蕊ネルギｰ資源1ζづ

いてその概略を紹介しました,

しかしながらこれからの調査の遼腰紀つれて確認

または確定埋蔵量や可採量は濠す蜜す増えていくことで

しょうし推定および予想埋蔵量や可採量もかなり変動

することと思われ藍す白襲施可操率や回収率潟ぷび利

用面における技術の確立を革新1はって可採量(利用薗

では利用量ともいえるもの)は著しく増加するこ&でし

ょう.たとえばζれからの調剤は棚て海洋の滴

固労夙顕の確認埋蔵盤は大幅に

増大していくでし功し採掘技

術では看滴における火攻法天然

ガス頁岩油石炭など晦おける

地下核爆発による回収石炭の飽

下ガ異化による活用な星の技術の

確立陪よゆて可採量は増加するで

し蕊うし蛮花利用技術では原

子力紀おげる新型転換炉や高遠増

嫡炉などの実用化1は鷲て資源

の利用量は飛躍的紀増大すること

は蛮も添いあり漢せん､とくに

最近頁芦イツでは新型転換炉の一

種であ嵩高温ガ黒炉の研究が著し

く進んで慧濠レ施串この炉は第

2の慾夢の原子炉"&もいわれ

エネルギｰのコストは高遠増捷炉

なみでこれまであまり注員され

ていなかっ花トリ賞ム資源もこの

炉の開醐は緑て脚光を浴びてき讃した

前にのべました淋今後エネノレギｰの需要はますます

増大するをおも紀各種エネルギｰ閥熔抽ける競合も一

段をはげしくなるでしぷう｡現在電力爾に潟げる主力

は荷滴看炭です添いずれ原子力湯池れら紀かわると

予測慈れてい嚢す.この場合やはり一番問題になるの

はその経済性でそれらの発電所の建設費発電蟻棚で

しょう苗ζこに各種エ率ルギｰによる現在の麓設費発

電卓祇を第12表記かかげ蜜したがこの表で屍蛮す&原

子力発電は石油な蛙の火力発電ぽ充分対抗で藩るよう

に屍免嚢す秘アメリ刺ζ拙･て実用炉といわれる原子

炉でも順調に運転されているのは1つもないことから

実際の建設費や発電単価は表晦かかげた見積りよりも､か

なり高くついているようで原子力発電計画は予定より

も大分おくれているよう紅思われ蜜す珀要するに看油

の値上資あるいは原子力発電の濃ストダウンと牝よりて

両者の箏スト秘逆転したときには岱めて電力の主役が

石油から原子力にかわることになるでしょう.

第至遺鰯

灘氷濃度謹利用発電原理図

(豆螂科学授術庁資源調査会勧告第7号より)�
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しかながら原子力が競合で妻ないもので暦滴や石炭

のような化石丑ネルギｰ花け紀隈られた重要な利屑繭秘

あります､それは化看漠率ルギｰの化学工業原料への

用途であります｡現住ずで紀合成せんい合成ゴム

合成皮革合成樹脂医薬品類建材類そのほか穫冷

の工業用原料か盛んにつくられていますが.さら1破た

石油天然ガスから家畜飼料や人造食糧への利用が研

究されています､この研究が進んでいる国はアメリ.

カイギリスフランス黒本(鐘淵化学大資本インキ

旭化成東洋高圧ほか数社1は紗て研究中で来年度からまず

飼料用の企業化の予定)な疫でその実用化の目も近づいて

います.これは世界の人口増悠よってます蜜す深刻に

なってきている食糧対策の花めであります.つ漢り人

体1ζ必要な動物性たんぱく質を現在の陸海の食糧資源

悠だよるだげではすで紀限られていますので有沖天

然ガスの酵母から炭質のタンパクをつくってその不歴分

を充歴にようとするごこるみであります.昨年フ茅シ

スではブリティシ畿ペトロリウム会社の技術を導入し

て石油による食糧生産工場の建設に着手しています.

このように石油天然ガスあるいは有炭然人類⑳衣食

住に欠くことのできないものに成長しつつあります.

糧用にまわせばよいことになり蛮す｡このように衣食

佳に薮す棲す活躍秘期待される看漉天然ガスあるいは

石炭はやば簑有限資源であり襲すから燃料や電力な

どぽつかうのはたいへんもったいないことで燃料や電

力用にはで著る花け早い鱒期紀原子力発電や核融合発電

にかわることが望塞れ蛮す.

以上エネルギｰ資源についておもちゃ箱をひっくり

か足したよう紅雑然とのべましたし凄たこまかい点に

もふれ蜜せんでし花のでたいへんわかりにくいことが

夢かっ恋と､懸い凄かしかしこれからの貝本のエネル

ギｰ対策は書わめて重要と思いますし衆知を集めて進

調査会深井秀瀬の爾氏紀深く感謝いたします苛

(撃著は燃料瓢)

最近の説では飽球ができたばかりの原始海中で看沸

のような高炭化水素化合物でできたいわゆる㌧ア竜ル

ベｰドの溶液から原始生物が発生したといわれてい蛮

す.つ護り看油から生物が誕生し多くの生物淋蜜た

多くの石油をつくり最後にう凄れた人類は積漁を動力

や燃料紀盛んぽっかい多く⑳勧舵蜜て夢くの梯鹸つ

く魯れだ家神道翼をつかいい凄譲恕石糖警亀怒ぺ㌘壁潜㍑楽

うあぱい蕃杓けです苗凄だ海中に生れ花生物から発

展じ流人類がふたたび海中や海底に資源をも芝めてもぐ

ろうあしています.ずで扱わすかな秘島もをられてい

る永遠の汲率ルギｰといわれる重水薬や新地紀ウ茅ン

などのエネルギｰ資源を海中紀さぐるうをしているこを

はなんという生物の運命のめぐりあわせでしぷ影が｡

これからのウラン重水素はともかくとして有為をは

じめとする炭化水素源は人類と密接な間違をもってい蜜

す.

いま世界全体で動物性たんぱく質カ蓑どの位不黒してい

るかを概算してみますとおよそ!争｡0G万トン位ぽなり

います,石油からとれる淀んぱく質は約馳劣といわれ

てますので世界人類のたんぱく質の不届分を看漁怒け

でおぎなうとすれば年間2,000万トンの看漁でよいわ

けです｡いま世界の石油生産量は年間20億トン(石炭

で27億トニ■)程度ですから生産量の王%の石油分を食

塞繋繁鱗(順不同)
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